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要覧 

1. 名称 

ミュンヘン市の認可を受けた公益法人であり（学校法人ではありません）、正式名称は

以下の通りです。 

日本名 ：ミュンヘン日本語補習授業校 

ドイツ名 ：Japanisches Institut in München e.V.(JIM) 

 

2. 補習校運営 

「ミュンヘン日本語補習授業校」は、会員が図書部、行事部、支援部、学年委員会、運

営委員会に所属し運営されています。運営委員会は年度毎に会員総会にて選出される 7

～13 名の運営委員により構成され、補習校運営全般にわたる業務を行います。会費、日

本政府からの補助金、寄付で運営されています。 

 

3. 補習校年度、授業日、授業日数 

年度 ：毎年 4 月～翌年 3 月 

授業日 ：土曜日 

年間授業日数 ：年度平均３５日程度 

＊休暇はバイエルン州の学校に準じる。 

 

4. 設置クラス 

幼稚部：年長クラス（満 5 歳以上） 

小学部：1 年から 6 年 

中学部：1 年から 3 年 

高等部：1 年と 2 年 

＊各部のクラス編成は幼児児童生徒数に応じて年度毎に見直します。 

 また、学年の異なる複式クラスとして編成する場合もあります。 

 

5. 施設 

1) 校舎 

通常ミュンヘン市内の市立小学校の校舎を借用しています（通称クレンツェ校） 

学校名：Grundschule am Gärtnerpl./Mathilde-Eller Schule 

住所 ：Klenzestr. 27 

   80469 München 

＊自宅からのオンライン授業に切り替えることもあります。 
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2) 事務局 

クレンツェ校に近接する形で事務局を設置しています。事務局兼校長室と職員室が

あり、入退会の受付や補習校運営の事務業務、講師の授業準備等の様々な校務を行

っています。 

住所 ：Klenzestr. 18 

    80469 München 

電話 ：089-266244  

FAX ：089-2605672 

e-mail ：nihongo.hoshuko@hoshuko.de 

ホームページ：www.hoshuko.de 

 

開局日 ：火曜日       10：00 - 14：00 

  木・金曜日 10：00 - 15：00 

    土曜日     9：00 - 15：00 

＊コロナ禍につき、不定期での開局になります。最新情報はホームページ参照 

3) 図書室 

事務局に隣接して図書室を設置しており、授業日に貸出し･返却業務を行っていま

す。毎年新刊書を購入し、幼児から大人の本まで約 19000 冊の蔵書があります。図

書室の運営は会員による図書部により行われ、原則クレンツェ校授業日のみ開室し

ます。 

＊開室時間：最新情報はホームページ図書室ページ参照 

 

4) 交通機関 

クレンツェ校及び事務局・図書室 

市電 16、17 番  ：ライヒェンバッハプラッツ(Reichenbachplz.)駅から徒歩 2 分 

地下鉄 U3、U6  ：マリエンプラッツ(Marienplz.)駅から徒歩 10 分 

地下鉄 U１、U2：フラウンホーファーシュトラーセ(Fraunhoferstr.)駅から徒歩 7 分 

S-バーン  ：イザールトア(Isartor)駅から徒歩 7 分 
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6. 入会(入学)・退会(退学)手続き 

手続きにつきましては、事務局までお問合せ下さい。 

＊詳細は「入会(入学)・退会(退学)手続き」の項目を参照願います。 

＊届出用紙はホームページからダウンロードできます。 
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基本理念と授業内容 

ミュンヘン日本語補習授業校基本理念 

邦人家庭及び国際家庭などの日本語環境を持つ子どもが、日本語及び日本文化・習慣を 

学ぶ場である。 

本校は多様な文化環境に育つ子どもの自己確立を支援する。 

運営委員会・講師・保護者の三者は、それぞれの役割を自覚し、本理念を実現させる。 

 

1. 本校の目的 

在留邦人、国際家庭の子女に日本語及び日本文化を教授することにより、文化のあらゆ

る領域に亘る教養と慣用を促進することを目的としています。また、帰国を前提とした

在留邦人子女を始め、各家庭での日本語習得の為の補習強化を図り、日本国内の国語教

育にも順応できるような授業水準保持に努めています。 

 

2. 授業内容 

a. 幼稚部 

小学部から始まる国語学習のための基礎づくりとして、日本語での指導による工作

や歌、読み聞かせや外遊び等の活動を通し、語彙や表現力を増やしていきます。先

生やクラスメートとの日本語での交流により、日本語をコミュニケーションの手段

として使う経験を積ませていきます。 

 

b. 小学部 

文科省検定済教科書を使用し、日本の学習指導要領に基づいて作成された年間指導

計画を元に授業を行っています。原則として週 3 時間を国語科、1 時間を国語科以

外の教科（主に算数科・生活科・社会科、他に理科・音楽科等）や行事活動にあ

て、国語の基礎を固めつつ多方面からの日本語力補強と日本文化理解を目指しま

す。 

 

c. 中学部 

文科省検定済教科書を使用し、日本の学習指導要領に基づいて作成された年間指導

計画を元に授業を行っています。原則として週 3 時間を国語科、1 時間を国語科以

外の教科（主に地理・歴史・公民）や行事活動にあて、国語の基礎を固めつつ多方

面からの日本語力補強と日本文化理解を目指します。 
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d. 高等部 

生徒の実態に合わせ文科省検定済教科書（高等学校用）から精選した教材を扱い、

日本語の知識理解を深めるとともに、自分と日本や日本語との関わりについて意識

し考えさせる指導を行います。基礎固めとともに実践力を伸ばすことをねらい、

個々の進度に合わせた漢字テスト、スピーチ、ディベート等を扱っていきます。現

在の日本社会への理解を深めるため、教科「現代社会」として、最新の新聞記事や

資料を読み込む活動も取り入れます。高等部 1 年生では、課題研究発表会へ向けた

取り組みの中で書く力や伝える力を育てます。 

 

＊高等部２年制について 

 ２０１２年度から２年制に移行しました。 

 

3. 補習校の行事（校舎が利用できない場合は中止またはオンライン対応に切替） 

【幼児児童生徒向け】 

●   入園式および入学式 

●   各学期始業式および終業式 

●   運動行事（幼稚部、小学部） 

●   体験学習（中学部、高等部） 

●   課題研究発表会（高等部） 

●   学習発表会（幼稚部、小学部、中学部） 

●   餅つき大会、百人一首大会（中学部、高等部） 

●   お別れ会、幼稚部修了式、卒業式、修了式 

 

【保護者向け】 

●   定例会員総会 

●   授業参観 

 

4. 家庭での指導、留意事項 

多国言語や文化を学ぶことにより、子女は多様な価値観、思考過程、行動様式を身につ

け、それは将来の大きな糧となっていきます。週 1 回、年間約 35 回の授業で最大限の

学習効果を上げられるよう、講師一同努めておりますが、各家庭でのご努力が、子女の

日本語力伸長の一番の鍵であることをご理解ください。 

 

そこで、以下の点について各家庭のご協力をお願いしています。 

1.  補習校内では日本語のみ使用するよう声かけをしてください。 
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2.  補習校の宿題、予習、復習を必ずするよう促してください。 

3.  日本語での読書習慣をつけるよう、図書室通いを勧めてください。 

4.  日常会話でも極力年齢に合った日本語を使用するよう心がけてください。 
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13:30 

または 13:45 

校舎授業時間割 

開始時間： 全学年 9:30 

終了時間： 幼稚部 13:00 まで 

   小学部 1～4 年   13:30 まで 

   小学部 5・6 年・中学部・高等部   13:45 まで 

＊オンライン授業の場合はこれに非ず 

 

【幼稚部】 

9:30  9:40            11:55     12:00           13:00 

朝
の
時
間 

主活動 昼
食 

副活動 

 

【小学部 1～2 年、５～6 年、中学・高等部】 

9:30  9:40       10:25    10:30        11:15~35 11:55      12:40~45                        

朝
の
時
間 

第 1 校時 

 

ト
イ
レ
休
憩 

第 2 校時 

 

弁
当
休
憩 

遊
び
休
憩 

第 3 校時 

 

ト
イ
レ
休
憩 

第４校時 

 

 

【小学部３～4 年】 

9:30  9:40       10:25    10:30        11:15~35 11:55      12:40~45              13:30      

朝
の
時
間 

第 1 校時 

 

ト
イ
レ
休
憩 

第 2 校時 

 

遊
び
休
憩 

弁
当
休
憩 

第 3 校時 

 

ト
イ
レ
休
憩 

第４校時 
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補習校費用について 

1. 入会金・会費 

ミュンヘン日本語補習授業校は公益法人である為、授業料ではなく、入会金及び会費を

納めていただきます。詳細は「会費に関する規定」を参照願います。 

※ 引落口座を変更する場合は、速やかに事務局へ届け出願います。 

 

2. 教材費用 

小学部、中学部の教科書は、領事館より補習校に直接届けられ、無償配布いたします。

但し、各学部の副教材並びに高等部の教科書、日本国籍を有しない者の小学部・中学部

の教科書は各自実費負担です。郵送の場合は、教材郵送費も各実費負担となります。こ

れらは必要に応じて徴収します。 

 

3. その他 

市販の教材購入、体験学習参加費などを徴収します。 
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安全対策と保険について 

ホームページ概要「補習校の決まり事」も参照願います。 

1. 校内での安全確保 

授業や行事が行われている間、講師は極力安全確保に努めますが、万が一何らかの事故

があった場合は速やかに最善の処置をすべく体制を整えています。以下更に、ご家庭で

もご理解ご協力くださいますようお願いします。 

• 校庭では、サッカー等、硬いボールやバットを使用する遊びは許可のない限りしない。 

• 借用校校舎の児童作品を初めとする、全ての物には、絶対に手を触れない。 

• 基本的に、登校時から下校時までの間、担任の許可なく校外へ出ない。校舎を出て事故

に遭った場合、補習校としては責任を負わない。 

• 授業時間内に事務局、図書室への移動で道路を渡る場合は、担任の許可を得てから行

く。 

 

早退時の対応は下記の通りとします。 

・ 小４までは保護者同伴：保護者以外が同伴する場合には委任状が必要。緊急で事務

局に電話連絡があった場合は、事務局がメモ作成して玄関当番へ渡す。 

・ 小５以上の同伴無し：早退の場合は保護者の同意書が必要（書式は保護者に任せる

が、児童生徒の名前、保護者サイン、時間を記入する）。同意書は玄関当番のため

のものなので、玄関当番に直接渡す。緊急で事務局へ電話があった場合は、事務員

がメモ作成して玄関当番へ渡す。 

 

2. 健康保険 

当校は学校法人ではないため、日本の学校や現地校と同様の保険には加盟できません。

従って、校内の事故も一般負傷扱いとなり、保護者の加盟している「健康保険」を適用

することになります。 

 

3. 個人賠償責任保険 

悪意がなくても、幼児児童生徒が他人、または他人の所有物に損害を与えてしまった

時、法律的には保護者がその責任を問われます。ドイツでは、個人の権利、義務、責任

の意識がはっきりしており、事故の場合、すぐに責任を明確にして加害者へ賠償を求め

てきます。年額僅かの保険料で誰でも気軽に加入することができる家族賠償保険(損害賠

償保険)Familien-Haftpflicht Versicherung は、校内以外で起こった事柄に対しても適応

されるので、是非加入をお勧めします。  
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4. 通学に際しての注意点  

年少者の場合は教室の前まで、送り迎えをしていただくようお願いします。 

保護者とはぐれたり、迎えが遅れたりする場合の連絡方法等を子女と話し合い、各ご家

庭で決めておいて下さい。また何か起こった場合、事務局までご連絡下さい。補習校校

舎前の駐停車は他の車両に迷惑をかけるだけでなく、横断する人に危険が及ぶのでご遠

慮下さい。事故、その他問題が起きた場合は個人の責任となります。 
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校内事故対処について 

幼児児童生徒が補習校で怪我をした時、または急病になった場合は以下の対応を行います。 

1. 最初の対応 

・ 直ちに担任、校長、及び事務局へ届け出て指示を仰ぐ 

・ 程度の如何に関わらず必ず事務局から保護者へ連絡する 

 

2. 一時休息が必要な場合 

担任から事務局へ連絡した上で支援部看護班の見守りのもと、保護者の到着を待つ 

 

3. 医者の診断が必要な場合 

1) 事務局から保護者へ連絡 

・ 状況を簡潔に説明する 

・ 希望の病院の有無を確認 

2) タクシーを呼ぶ（保護者の到着を待てない場合） 

・ 緊急の場合は救急車を呼ぶか、タクシーを利用する 

3) 校長または職員、支援部等が付き添う 

・ 付き添い者には、状況により指示が出される 

4) 状況を事務局経由で家庭へ報告 

・ 時間と状況により保護者が病院に来て、直接医師から診断を聞く 

◆ 救急病院 

・ Kinderklinik im Dr. von Haunerschen Kinderspital 

Lindwurmstr. 4  ℡ 089 440052811 (Pforte) 

・ Krankenhaus München-Schwabing Kinderklinik u. Poliklinik-Notaufnahme 

Kölner Platz 1   ℡ 089 3068-2589 (Innere Medizin) 

     ℡ 089 3068-2459 (Kinderchirurgie) 

◆ 最寄のタクシー  

・ Reichenbachstrasse  ℡   089 2161331 

・ Isartorplatz   ℡   089 2283885 

◆ 緊急診療医  ℡   112  

◆ 救急車  ℡   112 / 19222   
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補習校と会員との連絡方法 

1. 補習校通信 

本校では、『ミュンヘン便り』 を年に複数回発行しています。幼児児童生徒の作品や、

行事日程、運営委員からのお知らせ等も掲載しますので、必ず目を通して下さい。 

 

2. 電話連絡網 

緊急の場合は、クラス毎に作成された電話連絡網を使用して各家庭に連絡を回すことが

あります。この電話連絡網は、年度初めに学年委員が作成します。各会員は、必ず連絡

網を確認し、連絡が入ったら速やかに活用できるようにして下さい。また、変更・転出

は学年委員に報告して下さい。 

 

3. メール配信 

本校からのお知らせ、運営委員会からの随時連絡事項、図書便り等は、主にメール配信

で行われます。 

 

4. ホームページ 

2007 年度より補習校のホームページを立ち上げました。 

図書室開室日や推薦図書などをご覧になれます。 

アドレスは  www.hoshuko.de 

＊ホームページの個人情報や写真等を、許可なく第三者に転送することは禁止されてお 

 ります。 
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補習校のあゆみ 

＜沿革＞ 

1975 4 月 父母有志が設立趣意書に署名し補習校を設立 

6 月  総領事館広報室にて第一回授業開始 

幼稚部、小学 1～3 年、小学 4～中学 1 年の 3 クラス編成理事会発足 

9 月  カトリック教会へ校舎移転 

1976 4 月 幼稚部、小学低学年、小学高学年の 3 クラス編成 

1977 2 月 公益法人として登録完了 

4 月  幼稚部、小学低学年 2 クラス、高学年の 4 クラス編成 

1979 4 月  事務局設置 

  運営委員連絡協議会発足 

9 月  私立実業学校に校舎移転 

1980 4 月 幼稚部、小学低学年 3 クラス、高学年 2 クラス、中学部の 7 クラス編成 

9 月  カリタス教会経営の社会教育専門学校に校舎移転 

1982 9 月  ミュンヘン市立クレンツェ小学校に校舎移転 

  国際部小学部を設置 

1983 4 月  クレンツェ校舎近くに事務局を移転 

  同所に図書室を開設 

1985 7 月 創立 10 周年 記念誌『青い空   白い雲』   を刊行 

 12 月 創立 10 周年記念式典を挙行 

校章募集決定 

1987  補習校誌「ミュンヘンだより」を発刊 

 6 月 事務局と図書室をクレンツェ小学校の真向かいに移転 

1988 4 月 算数、数学の授業を導入 

1989 7 月 高学年を対象に 2 泊 3 日のサマースクールを試験的に実施 
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 10 月  欧州日本語補習授業校交歓会で 現地校教師、教育関係者対象に公開授業を 

行う 

1990 12 月 創立 15 周年記念 

1991 7 月  サマースクールを「体験学習」としてオーガナイズ・実施 

  12 月 日常の学習成果を発表するという主旨で「学習発表会」を実施 

1992 5 月 「補習校要覧」発行 

1993 10 月 ドイツ地区補習校研修会（フランクフルトにて） 

  以後幹事校をもちまわりで毎年開催  

1995 6 月 クレンツェ校の国際交流会（独、仏）に応援参加  

 9 月  図書委員会主催   第一回読書感想文コンクール実施 

   これ以後毎年この時期に実施 

 12 月  創立 20 周年記念式を挙行 

1996 1 月  20 周年記念餅つき大会 

  通学校の教師や友人等一般の方々をご招待 

3 月  創立 20 周年記念誌   『青い空   白い雲』刊行 

6 月  高等部設置及び第 1 期生入学式 

 10 月 ドイツ地区補習校研修会をミュンヘンにて開催 

 11 月 当校主催   チャリティーコンサート開催 

以後定期的にコンサートを開催 

1998 2 月 クレンツェ校増改築工事の為、リンドヴルム校舎を 2 年間借用 

2000 9 月 クレンツェ校に戻る 

 12 月 創立 25 周年記念式典を挙行 

新校章、校歌を会員から募集・選定   記念文集『青い空   白い雲』刊行 

2001 6 月  在外教育施設巡回指導班の講師による模範授業（3 クラス）、  研修会、教育

懇談会実施 

 10 月 チャリティーコンサート 主催 

2002 11 月 ドイツ地区現地採用講師研修会をミュンヘンにて開催 
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2004 6 月 総領事館、治安担当領事が参加し、避難訓練実施 

  11 月 文科省派遣講師による、補習校講師に対する特別授業研修会 

2005 1 月 事務局、図書室を同建物の 2 階から地上階へ移転 

  3 月 木許肇校長帰国 廣瀬英一校長着任（財団招聘） 

4 月  バイエルン州経済企画庁主催のニューカマーズフェスティバルに幼稚部、小

学部より有志が出演 

6 月  創立 30 周年記念チャリティーコンサートをガスタイク文化センター小ホー

ルにて総領事館、本校共催 

7 月  折り紙作家、加瀬三郎氏による折り紙講習会 

金春流能楽師、本田芳樹・布由樹兄弟によるレクチャー 

 12 月 創立 30 周年記念式典を学習発表会と同時に挙行 

2006 5 月 岡野恭介氏講演「子育て＆親育て」 

 10 月 夏に行っていた「体験学習」を参加人数を増やす為に秋に実施 

総領事館と共催の第二回目コンサートをガスタイク文化センター小ホールに

て開催 

2007 3 月 廣瀬英一校長帰国 

5 月  バイエルン州経済企画庁主催のニューカマーズフェスティバルに幼稚部・小

学部より有志出演 

7 月  伊藤 憲次夫妻による「落語口演」、山尾摩耶氏による三味線レクチャーライ

ブ 

 10 月 総領事館と共催の第三回目のコンサートをミュンヘン音楽大学大ホールにて

開催 

2008 1 月 シュヴァルツァー節子氏が校長として着任（現地採用） 

4 月  講談社 吉田幸司氏講演「おやすみなさいという前に読む本」 

7 月  鹿沼市伝統文化交流団奈佐原文学座による人形浄瑠璃公演・呈茶 

10 月 チェロ・ピアノ・コンサート開催 

2009 3 月 シュヴァルツァー節子校長退任 



2021年度 

- 16 - 

 11 月 ピアノコンサート開催 

2010 2 月 会員総会で「補習校基本理念」承認 

4 月  「補習校基本理念」を基に教育内容の見直しを図る 

新校時の実施 

2011 10 月 ドイツ地区現地採用講師研修会を、ミュンヘン日本人国際学校にて本校主催

で開催 

2012 4 月  大野初美氏が校長として着任（現地採用） 

高等部二年制を実施 

2013 7 月 秋田稲美氏による講演会「夢をかなえるドリームマップ」 

 11 月 「被災地の子供達にクリスマスカードを届けよう!」プロジェクトに参加 

2014 2 月 在校生・保護者ジョイントコンサート開催 

7 月  和太鼓コンサート開催 

 11 月 「被災地の子供達にクリスマスカードを届けよう!」プロジェクトに参 

2015 6 月 壁新聞第一号を発行 

 12 月 創立 40 周年 記念誌を発行 

2016 3 月  大野初美校長退任 

4 月  谷川恵子氏が校長として着任（現地採用） 

 10 月 樽見和明氏による講演会「研究者ってどんな仕事？」 

 2017  学年･学級単位の選出者による運営委員第一期生 

7 月  海外安全対策講演会、在ミュンヘン総領事館桑原領事 

 10 月 ANA 航空教室（小 5 以上、希望者）ミュンヘン空港 

2019 2 月 小松英一郎氏講演会「僕は天文学者」 
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＜来訪者＞ 

1992 10 月 文部省教育所助成局海外子女教育課 

1993 9 月  天皇、皇后両陛下、ミュンヘンご訪問 

  （歓迎式典参加者 98 名） 

 12 月 ジュネーブ日本語補習授業校 

1996 10 月 海外子女教育振興財団 専務理事 松本道夫氏 

2001 3 月 森山まゆみ衆議院議員 

6 月  在外教育施設指導班（文部省１名、指導講師 2 名） 

 2002 10 月  私立在外教育施設実態調査団来校 

  国際教育交流センタ－長 園 一彦氏 

  海外子女教育振興財団助成チームリーダー岩佐三郎氏 

2004 11 月 文科省派遣講師 

2010 9 月 文科省派遣大学教授 3 名 
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＜各種コンクール入賞記録＞ 

1) 海外子女教育復興財団文芸コンクール 

1993 第 14 回 NEC 賞 1 優秀賞 2 佳作 4 

1994 第 15 回 学習研究社賞 1 佳作 1 

1995 第 16 回 佳作 2 

1996 第 17 回 佳作 1 

1997 第 18 回 「短歌の部」 優秀賞 1 

1998 第 19 回 「俳句の部」 佳作 1 

2000 第 21 回 「俳句の部」 優秀賞 1 

2001 第 22 回 「短歌の部」 佳作 1  「俳句部門」 佳作 2 

2002 第 23 回 「俳句の部」 優秀賞 1  「短歌部門」 佳作 2 

2003 第 24 回 「作文の部」 日版アイ・ビー・エス賞 1 佳作 1 

  「短歌の部」 学習研究社賞 1 優秀賞 1 

  「俳句の部」 全日空賞 1 佳作 2 

2004 第 25 回 「作文の部」 入選 1 

2005 第 26 回 「作文の部」 日本放送協会賞 佳作 1 

  「詩の部」 優秀賞 1 佳作 1 

  「俳句の部」 佳作 1 

2007 第 28 回 「短歌の部」 日本放送協会賞 1 佳作 1 

  「詩の部」 最優秀賞 1 

2008 第 29 回 「作文の部」 特選１ 優秀１ 

  「詩の部」  佳作１ 

  「短歌の部」 佳作１ 

  「俳句の部」 佳作 2 

2009 第 30 回 「詩の部」  佳作 1 

2010 第 31 回 「短歌の部」 佳作 1 

2011 第 32 回 「詩の部」 佳作１ 

  「俳句の部」 佳作 2 

2012 第 33 回 「短歌の部」 佳作１ 

2013 第 34 回 「短歌の部」 佳作２ 

2015 第 36 回 「短歌の部」 優秀１ 佳作１ 

2016 第 37 回 「俳句の部」 佳作 1 

2018 第 39 回 「作文の部」１、「俳句の部」３ 佳作入賞 

2019 第 40 回 「俳句の部」優秀賞 1、「詩の部」佳作 1 
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2) 北原白秋献詩コンクール 

1996 佳作 1 

1997 小学生部門 三席 1 

同時受賞 西日本新聞社賞、RKG 毎日放送賞、中学生部門佳作 1 

1998 佳作 1 

2001 特選 1 三席 1 

2002 特選 1 二席 2 

2004 入選 1 

2007 佳作 1 

2009 佳作 1 

2010 文部科学大臣賞 1 

2011 白秋生家保存の会賞 1 

2014 佳作 1 

 

3) 読売新聞社 詩と作文コンクール 

1996 佳作 1 

1997 「詩の部門」 優秀賞 1 

1999 優秀賞 1 佳作 1 

2000 「詩の部門」 最優秀賞 1 

 

4) JAL 海外生活エッセイコンテスト 

2001 小中学生の部   最優秀賞 1 

2004 同    最優秀賞 1 

2005 同    最優秀賞 1 

イラストコンテストの部 最優秀賞 1 

2007 作文小学生の部  佳作 1 他 佳作多数 

 

5) その他 

・ 郵政省   文の日手紙コンクール 2000 「絵手紙部門」 最優秀賞 

      2005 南関東支社長賞 

       他 毎年佳作数名 

・ 伊藤園新俳句大賞   2004-5 佳作特別賞 

       毎年佳作数名 

2017 佳作特別賞 1 名 

2018 佳作 1 名 
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・ 全国小、中学生作品コンクール 2003 文部科学大臣奨励賞 1 

         日本児童文芸家協会会長賞 1 

         他 奨励賞 多数 

・ 海とさかな作品コンクール  2005 「創作童話」最優秀作品賞１ 

         他   入選多数 

・ ドラえもん大賞全国作文コンクール 2007 隂山賞 2 
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ミュンヘン日本語補習校校歌  作詞…ボルト   冬記・雅子 

作曲…井藤   明美 

一． 土曜の   早おき   つらいけど 

先生   みんなに   また会える 

週に   一回だけだから 

休みたくない   補習校 

 

二． おにぎり   ゼンメル   たまごやき 

いつでも   楽しい   おべんとう 

日本も   ドイツも   大好きだよ 

ミュンヘン   ミュンヘン   補習校 

 

三． おはよう   モルゲン   さよなら   チュース 

しゅくだい   ぜんぶ   できるかな 

日本も   ドイツも   よくわかるさ 

ミュンヘン   ミュンヘン   補習校 

 

四． いつか   わかれる日が   きても 

友だち   みんなを   わすれない 

世界の   どこでも   くらせるよ 

ここで   学んだ   なかまたち 

 

 

Deutsche Übersetzung: Hoshukohymne 

1. Am Samstag früh aufsteh’n, das ist so schwer. 

Die Übungsleiter und Schüler, ich treff sie alle. 

Nur ein einziges Mal in der Woche, 

Darum möcht ’ ich es nicht schwänzen, das Hoshuko JIM. 

 

2. Onigiri, Semmel, Tamagoyaki, 

Die immer aufregende Brotzeit, 

Japan und Deutschland, ich hab sie so gern.  

Münchens japanische Hoshuko JIM. 
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3. Ohayo Morgen, Sayonara Tschüss! 

Ich hoffe, dass ich die Aufgaben schaffe.  

Japan und Deutschland versteh’ ich so gut.  

Münchens japanische Hoshuko JIM. 

 

4. Selbst wenn wir uns eines Tages trennen müssen, 

Meine Freunde vergess’ ich nie, sie werden mir fehl’n. 

Überall auf der ganzen Welt kann ich leben 

Wir alle mögen unsere Hoshuko JIM 

 

Übersetzung von Tohru Nakamura 

Jun Katayama   /OS.IV  

 

 


